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第６学年 算数科学習指導案 
                         日 時 平成 20 年 11 月 28 日(金)6 校時 
                         児 童 ６年 男１名 女９名 計 10 名 
                         授業者 冨 山 憲 司 
１．単元名   体積のはかり方と表し方「立体のかさの表し方を考えよう」 
２．単元について  
（１） 学習内容 

学習指導要領の「量と測定」領域における第６学年指導内容「体積」の中に，「体積の意味につ 
  いて理解し，簡単な場合について，体積を求めることができるようにする。」とある。さらにこの 

学年では，もののかさも面積などと同じように，単位の大きさを決めるとその幾つ分として数値化 
してとらえることができるなど，体積の意味，その単位や測定の意味を理解し，体積を求めること 
ができるようにする事を主なねらいとする。 
 第３学年第 4 単元「水のかさのはかり方と表し方」では，入れ物に入る液量を具体的に比べたり 
はかったりする操作や経験を大切にしてきた。 
また，第４学年第１３単元「面積のはかり方と表し方」では，長方形や正方形の広さを具体的に 

比べたりはかったりする操作活動を重視し，面積の概念を理解してきた。 
 量の学習は，長さ，重さ，かさ，面積などいずれも基本的には①直接比較②間接比較③任意単位 
による測定④普遍単位による測定という順序で指導する。 
 「体積」の学習も，これまでの量の学習を想起させ，上記の流れを基本に，かさの大きさを直接 
比べたり測ったりする操作活動を重視する中で，普遍単位となる１ｃ㎥を導き出したい。 

 
（２）児童の実態 

意識調査の結果は以下のとおりである。 
 はい まあまあ あまり いいえ

算数の学習がすき ２人  ４人   １人 ３人 
前に習った事を活用して自力で挑戦することができた ４人  ６人  ０人 ０人 

分からないところが，友達の発表を聞いて分かった ７人  ２人   １人 ０人 
大事な事を話し合いの中で発見･発表できた ４人  ３人   ２人 １人 
練習問題をたくさん正解してうれしくなった ８人  １人  １人 ０人 

  日常においては，算数に関して苦手意識を持つ児童が多いと思われる。しかし，それを克服しよう 
とする意欲を持つ子もいるので，日々の授業において成就感や達成感を得ることができるように，適

用問題・定着問題の機会を確保するようにしたい。 
本単元に関わるレディネスの結果は，以下のとおりである。（正答率が約８０%以上の人数） 

1 ㎗で１６杯は何ℓ何㎗を求めることができるか。 ６人 
長方形の面積の求め方を理解しているか。 ７人 
長方形の面積を求めることができるか。 ７人 

既習 

正方形の面積を求めることができるか。 ７人 

未習 直方体の積み木の数を求めることができるか。 ５人 

 既習の面積の求め方（公式）については，正答率も高く，定着しているといえるが，答えの単位の

間違いが目立っていたので，「c ㎥」や「㎥」などの単位について，それぞれ具体物を用意しながら， 
量感を育てるようにしたい。 

（３） 指導にあたって 
  本単元では，これまでの量と測定の学習同様，単位とする大きさを選び，それをもとにして直方体

や立方体のかさを求めることから体積の概念を理解させ，体積を測定する能力を伸ばすことをねらい

としている。そこで，本単元では次の順序で学習を進めたい。 
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① 体積の概念 
② 直方体や立方体の体積を求める公式 
③ 複合図形の体積の求め方 
④ いろいろな体積の単位 
⑤ およその体積の求め方 
この学習では，単に求積公式を覚えさせ，それを使って機械的に体積を求める学習に終わることの 

ないよう留意しなければならない。そのためにも，面積の学習と関連付けながら，公式を導き出す過 
程をじっくり考えさせたい。 
 本時の指導にあたっては，仮説①の｢導入・見通し場面における既習事項の活用｣に対する手立てと

して，第４学年の面積の学習において，複合図形の面積を求める方法を学習してきている事の既習を

生かし，自力解決の拠り所としたい。仮説②の｢練り合いの場における比較検討の構想立てをもとに

した話し合い｣に対する手立てとしては、直方体を分割する考えや大きな直方体から一部を取り去る

考えにまとめられる。その場合，それぞれの考えのよさを明確にして指導し，複合図形の形によって

どちらかの方法を選択して活用できるようにさせたい。 
  

３．単元の目標 
 
 ★体積の概念や測定及びその単位について理解し，直方体や立方体の体積を求めることができる。

【関心･意欲･態度】・身の回りにあるものの体積に関心を持ち，それらの体積を求めようとする。 
【数学的な考え方】・体積についても長さや面積と同じように，単位の大きさを決めてそのいくつ分

として数値化して考える。 
【表現･処理】  ・公式を用いて直方体，立方体の体積や容積を求めることができる。 
【知識･理解】  ・体積の単位や直方体，立方体の体積を求める公式を理解する。 

関連と発展 

３ 年                       ６ 年 

④ 水のかさのはかり方と表し方 ⑨ 直方体と立方体 
・かさの概念と測定 
・かさの単位（dl，l，ml）と 
 単位の相互関係 

  
 
 
 
 

・直方体と立方体の概念と性質 
・見取図の意味 
・直方体，立方体の展開図 
・直方体の辺や面の位置関係 
・角柱，円柱の概念と特徴 

      ↓                            ↓ 
   
 
 
 
 
 

４ 年 

 
 
 
 
 
 

本単元 体積のはかり方と表し方 
・体積の概念 
・体積の単位（ｃ㎥，㎥）と単位

の相互関係 
・直方体，立方体の体積の求め方

と公式 
・体積の概則 

○15 箱の形 
・直方体，立方体の概念 
・直方体，立方体の面，辺，頂点 
 の関係の考察 
・展開図の素地 

○13 面積のはかり方と表し方 
・面積の概念 
・面積の単位（ｃ㎡，㎡，ｋ㎡） 
 と単位の相互関係 
・面積の求め方と公式 
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４．指導計画･評価計画（１２時間扱い） 
時 目標 学習活動 主な評価規準 
①もののかさの表し方 

プロローグ 
・ｐ20 のイラスト，写真を見て，どれが一番大きいか話し合う。その際，大きいと判断する根

拠も話し合い，立体の大きさ比べに対する関心を高めるようにする。（10 分程度） 

１

・ 
２ 
 ○「体積」の意味に

ついて理解する。

○体積を表す単位

「立方センチメー

トル（c ㎥）」を理

解する。 

・直方体と立方体の大きさの比べ方

を考える。 
・1 辺が 1ｃｍの立方体の積み木で

直方体と立方体を作り，大きさを

比べる。 
・用語「体積」，体積の単位「立方

センチメートル」を知る。 

【関】身の回りのいろいろなもの

の体積に興味を持ち，比べよ

うとしている。 
【知】面積と同じように単位の大

きさを決め，数値化して体積

の比べ方を考えている。 
【表】体積も単位のいくつ分とし

て表すことができる。 
【知】体積の意味や単位「立方セ

ンチメートル（c ㎥）」を理解

している。 
３ 
・ 
４ 

○直方体，立方体の

体積を求める公式

を理解する。 

・縦 3ｃｍ，横 6ｃｍ，高さ 4ｃｍ

の直方体の体積を計算で求める

方法を考える。 
・上記の直方体は 1ｃ㎥の立方体が

何個で作られているか調べる。 
・直方体，立方体の体積を求める公

式をまとめる。 

【考】体積を求める公式の意味に

ついて説明できる。 
【表】公式を使って，直方体，立

方体の体積を求めることがで

きる。 
【知】直方体，立方体の体積を求

める公式を理解している。 
５ 
 
本

時 

○複合図形の体積の

求め方を理解す

る。 
 

・複合図形の体積の求め方を考え

る。 
・各自の考えた求め方について発表

し，検討する。 

【考】複合図形の体積を，分割し

たり補ったりして手際よく求

められるように工夫して考え

ている。 
６ ○直方体の高さと体

積の関係を理解す

る。 

・底面を固定して，直方体の高さを

2 倍，3 倍・・・にすると，体積

はどのようになるかを考える。 

【知】直方体の高さを 2 倍，3
倍・・・にすると，体積も 2
倍，3 倍・・・になる事を理

解している。 
②いろいろな体積の単位 
７ ○体積を表す単位

「立方メートル

（㎥）」を理解す

る。 
○1 ㎥＝1000000c ㎥ 
 の関係を理解す

る。 

・体積の単位「立方メートル」を知

り，縦 3m，横 4m，高さ 2m の

直方体の体積を求める。 
・１㎥は何 c ㎥か調べる。 
・１㎥＝1000000c ㎥の関係を知る。

・〔やってみよう〕1 ㎥の立方体を

作る。 

【考】既習の単位関係の理解をも

とにして，新しい単位関係に

ついて考えている。 
【知】1 ㎥＝1000000c ㎥の関係を

理解している。 

８ 
 
 
 

○体積は，辺の長さ

が小数の場合も公

式が適用できるこ

とを理解する。 
○1ℓ＝1000c ㎥の関

 係を理解する。 

・辺の長さが小数で表されている直

方体の体積の求め方を考える。 
・1ℓ＝1000c ㎥の関係を知る。 
 
 

【表】辺の長さが小数でも，公式

を適用して体積を求めるこ

とができる。 
【知】1ℓ＝1000c ㎥の関係を理解

している。 
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９ ○具体物を外形でと

らえて，およその

体積の求め方を理

解する。 

・牛乳パックのおよその体積の求め

方を考える。 
・牛乳パックを直方体とみなして，

およその体積を求める。 
・「もの知りコーナー」を読み，複

雑な形のものでも水の中に入れ

ることによって，その体積がはか

れることを理解する。 

【表】具体物を外形でとらえて直

方体や立方体とみることに

よって，およその体積を求め

ることができる。 
【関】複雑な形のものの体積を工

夫してはかろうとしている。

◎まとめ 
10 ○学習内容を確実に

身につける。 
・「力をつけよう」に取り組む。 【表】学習内容を正しく用いて，

問題を解決することができ

る。 
11 ○学習内容の理解を

確認する。 
・「たしかめよう」に取り組む。 【知】基本的な学習内容につい

て理解している。 
12 〈発展〉 

○教科書ｐ100 の「おもしろ問題にチャレンジ!」に取り組み，学習内容をもとにじっくり考え，

追求する。 
 
５．本時の指導 
（１）目標  複合図形の体積の求め方を理解する。 
 
（２）評価規準及び具体の評価規準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    具体の評価規準 
評価規準 

Ａ 
（十分満足） 

Ｂ 
（概ね満足） 

支援を要する子の手立

て 
考 
 

◎ 

複合図形の体積

を，分割したり補っ

たりして手際よく

求められるように

工夫して考えてい

る。 

分割したり補ったり

して手際よく求められ

るように工夫して考え

て，それぞれの考え方の

良さを理解することが

できる。 

複合図形の体積

を，分割したり補っ

たりして手際よく求

められるように工夫

して考えている。 

考えが思いつかない

児童には，教科書の考

えを提示し，それを手

がかりにして考えるよ

うに助言する。 



６年－5 

（３）比較検討の構想 
〈本時の構想〉 

仮説①「導入・見通し場面における既習事項の活用」に対する手立て 

・導入場面→既習事項を，直方体や立方体の体積の求め方とし，未習事項の複合図形と対比させる。 
・見通し場面→既習事項を複合図形の面積の求め方とし，自力解決の拠り所として想起させる。 

仮説②「練りあいの場における比較検討の構想立てをもとにした話し合い」に対する手立て 

・直方体に分割する考えと大きな直方体から一部を取り去る考えにまとめられる。それぞれの考え方の

良さに気づかせていく。具体的には，以下の構想表のとおりである。 
〈合体型〉 
提示問題 複合図形の体積を求めましょう。 
課題 直方体，立方体以外（複合図形）の体積の求め方を考えよう。 
見通し 〈答えの見通し〉 

・だいたい 400c ㎥ 
 ぐらいになりそうだ。

〈方法の見通し〉 
・複合図形の面積を求めた考え方を使えばできそうだ。

・切り取ったり補ったりすればできそうだ。 
自力解決で予

想される方法 
方法① 切り取り縦 
図形を縦に切って分け 
てからそれぞれの体積 
を求める。 
8×4×6＋8×6×4＝

384c ㎥ 

方法② 切り取り横 
図形を横に切って分け

てからそれぞれの体積

を求める。 
8×4×2＋8×10×4＝

384c ㎥ 

方法③ 全体から一部を引

く 
大きな直方体と見て，実際に

ない部分を引いて求める。 
8×10×6－8×6×2＝ 

384c ㎥

自力解決発表

後(妥当性の検

討) 

2 つの直方体に分けると

公式を使える。 
2 つの直方体に分けると

公式を使える。 
 

あるものとして考えると公

式が使える。 
 

話し合い(1) 
(関連性の検討) 

・①と②と③のどの方法も直方体の形にしている。 

3 つの方法の共通点は何だろう。 

話し合い(2) 
(有効性の検討) 

・どの方法も公式を使って求めることができる。 

適用問題 教科書ｐ25④ 
まとめ 直方体や立方体になるように考えると公式を使って求められる。 
定着問題 

教科書ｐ30２ 
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（４）展開 
段

階 
学習活動と主な発問（○） 予想される児童の反応 教師の手立て（・）と 

評価の観点 
つ 
か 
む 
 
5 
分 

１．既習事項の確認 
２．提示問題分析 
 
 
３．課題把握 
 
 

 
 
 
 
 
 

・既習事項の直方体や立方体の

求め方(公式)を想起させ，こ

のままでは公式が使えない

ことに気づかせる。 

見 
通 
す 
5 
分 

４．解決の見通し立て 
○どのような方法で求めます

か。 
 
 

・直方体や立方体に分けられな

いかな。 
・複合図形の面積の求め方を想

起できるように，掲示資料を

用意しておく。 
・公式を活用できる形にすれば

よいことに気づかせる。 
や 
っ 
て 
み 
る 
  
10 
分 

５．自力解決 
○いろいろな方法で求めよ

う。 

方法① 縦に切り取る 
 
 
8×4×6＋8×6×4＝384c ㎥ 
方法② 横に切り取る 
 
 
8×4×2＋8×10×4＝384c ㎥ 
方法③ 全体から一部を引く 
 
 
8×10×6－8×6×2＝384c ㎥ 

・自力解決できない児童には，

面積の求め方を思い出させ

たり，複合図形の模型を見せ

たりして考えるように助言

する。 
・切り取る方法も補う方法も早

く終わった児童には，説明で

きるように準備させておく。

【考】複合図形の体積を，

分割したり補ったりして

手際よく求められるよう

に工夫して考えている。

（ノート，発言）  
深 
め 
る 
 
 
 
 
15
分 

６．共同解決 
○それぞれの考えを発表しよ

う。 
○発表に対して気がついたこ

とを発表しよう。 
 
 
７．適用問題の解決 
○切り取ったり，補ったりす

る方法でｐ25 の問題を解い

てみよう。 

 
・それぞれのやり方を発表しあ

う。 
 
 
 
 

 
・どの考え方も，分割したり補

ったりして答えを求めるこ

とができることに気づかせ

る。 
 
 
 
 
・(2)の問題では，どちらの方法

がやりやすいか考えさせる。

ま 
と 
め 
る 
・ 
広 
げ 
る 
10
分 

８．本時のまとめ 
 
 
 
９．定着問題の解決 
○自分のやりやすい方法で，

ｐ30２をやってみよう。 

10．本時の振り返り 
○学習の振り返りをしよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・いろいろな方法にこだわら

ず，どちらかの方法で解かせ

る。 
・ノートに文章と記号で本時 
の学習について自己評価さ

せる。 

複合図形の体積を求め方を考えよう。 

直方体や立方体以外の体積の求め方を考えよう。 

直方体や立方体になるように考えると公式を使って求め

られる。 

3 つの考えの共通点は何だろう。 
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（５）板書計画 
 

立体のかさの表し方を考えよう 
 提示問題              学習課題           まとめ   

複合図形の体積の求め方を考えよう 
                     
                     

 
（方法 1 縦に分ける）(方法 2 横に分ける)(方法 3 形を補う) 
                             
                            (適用･定着問題) 
 
 

      
    ①8×4×6＋8×6×4  ②8×4×2＋8×10×4  ③8×10×6－8×6×2 

＝384c ㎥              ＝384c ㎥             ＝384c ㎥ 
 

 下のような形の体積を

求めよう 

図 

切り取ったり，補

ったりして直方体

や立方体の形にす

ると公式が使えて

答えを出せる。 

 


